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子ども服のこんなところに注意！！

こども服による事故でよくあるのが、ひもやベルト、フードなどが遊具や家具、ドアノブなどにひっかかったりはさまれたり

することで、転倒してけがをしたり、宙吊りになって窒息したりする事故です。アメリカやヨーロッパでは、服に付いていた

“ひも”に起因する死亡事故が発生したことを受け、こども服の“ひも”についての公的な安全基準が制定されました。

日本では、各メーカーにおいて、洋服の安全性について配慮されていましたが、安全基準がバラバラだったため、平成27

年12月、新たな安全基準「JIS L4129」が制定されました。

安全性の高いこども服を選ぶには？

「この服は安全か」の意識を持つことが大切です

こどもの服を選ぶ際には、色や形などファッション面での

デザインや着心地、脱ぎ着のしやすさなどのほかに、

安全性についても十分に考えて選びましょう。

こどもがその服を着てどのような行動をするか――

走ったり、跳びはねたり、勢いよくしゃがんだり、あるいは

児童公園の遊具によじ登ったり駆け下りたりするかどうか

などを考え、その際に周囲の凹凸につまずいたり衣服が

ひっかかったりしないかどうか、想像して、できるだけ紐や

フードのついていない服装をお勧めします。

引用元

１ ：株式会社日本学校保健研修社 ”健” 2024‐5月号 P83
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※二次利用はおやめください
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